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4.「再起動」の画面が表示されます。しばらく

お待ちください 

※1 分 30 秒経過後も画面が変わらない場合は、

「再表示」をクリックします。 

設定は以上です。 

表：接続先ユーザ名の設定値 

 

「ファミリー・スーパーハイスピードタイプ隼」の場合

お客様 I  D  @v6-fnfg.nsk.ne.jp  @v6-fnfg.nsk.ne.jp
 

「ファミリー・ハイスピードタイプ」、「ファミリータイプ」の場合

 

「マンション・スーパーハイスピードタイプ隼」の場合

 

「マンション・ハイスピードタイプ」、「マンションタイプ」の場合

 

＜設定例＞ 

現在「ファミリー・スーパーハイスピードタイプ隼」

をご利用でお客様 I D が「fnf12345」の場合、接続先

ユーザ名は、

「fnf12345@v6-fnfg.nsk.ne.jp」となります。
 

入力が完了しましたら、「設定」をクリックします。 

◆フレッツ光ネクスト

お客様  I  D  @v6-fnf.nsk.ne.jp@v6-fnf.nsk.ne.jp

お客様  I  D  @v6-fnfg.nsk.ne.jp@v6-fnfg.nsk.ne.jp

お客様  I  D  @v6-fnf.nsk.ne.jp@v6-fnf.nsk.ne.jp


